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10 月 24 日（土）体育館の外は冷たい雨が降る中、３市 1 町より逗子市立体育館に 50 数名のス

ポーツ推進委員と事務局、NPO 法人全国ラジオ体操連盟指導委員の長野信一氏、藤元直美氏と事

務局の方です。１１:３０受付開始～１５:３０までという今までより１時間以上早いスケジュールです。

開会式の後、第一部：ラジオ体操講習会はアイスブレーク＆準備体操（今までにやったことのないア

クティビティでした）です。その後、ラジオ体操第一・第二ともポイント部分の解説や実技また、時々２人

１組、３人１組、会場全体を半分ずつなど場面ごとに変えて実技主体で学びました。

休憩を挟んで第二部はカーリンコン（P2 に説明）です。カーリングの氷上を床上に、ストーンを表裏、

赤と緑、２色の円盤（ディスク）に仕立てたものです。両チームがそれぞれ６枚のディスクを互い違いに

投げ合い、どちらがポイントに近づいているかを競う簡単なスポーツです。シンプルルールなので誰もが

すぐプレーに参加できます。3 人/組×緑・赤＝6 名がディスクを 2 投ずつ行い、ポイントに近い数が多

いチームが勝ちである。円盤状で投げる緑が赤に変わったり、逆もあったりする。時にポイントを移動さ

せることもあり、土壇場で相手にひっくり返されたりもする。

＜感じたこと・気づいたこと＞

・ラジオ体操の指導の場面で、動作の確認の方法として使える方法を学んだ。

・カーリンコンはカローリングやボッチャなどと似た競技で、誰でも簡単にできる。
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